
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ステラ

オートマトン

レクイエム

ステーシー

渇望

2

煉獄

11
鎖

炎

褒められて

試練

克服

嫉妬

鉄格子、鎖、粗末なベッド、毎日の苦痛。貴方は羽をむしられた蝶。そして死んだ今も、誰かの鎖を感じる。自由に思えても所詮操り人形。その宿命にあなたはいつまでも流されるつもりか？

燃え盛り、周囲を包み込む炎の中。揺らめく熱の塊に、貴方は恐怖よりも陶酔を感じ取っていた。あの炎を、もう一度。あの陶酔を、もう一度感じてみたい。今は燃えるものさえ少ない世界だけど…。

よくやったと褒められる。その時の誇らしいような、照れくさいような気持ち。それは丁度、こんなような場所で起きた気持ちだったような…気がする。教室なのか、それとも破壊されつくした廃墟だったのか？言葉をかけてくれた人。あの時ボクは、何をして褒められたんだっけ？

死体同士の潰し合い。それは、終わった世界で開かれるあの人の計らい。これはあの人に認められた自分に課せられた試練。選ばれた中から一番になって、あの人の特別になることだけを考えて…それから、それから、どうなったんだっけ？

死なない体でも、それは恐怖だった。貫かれ、焼かれ、ボロ雑巾のようになって、また直されての繰り返し。だけど、あの日。いつもの衝撃は訪れなかった。自分も、周りも何が起きたのか分からなかったけど。そこからこの手の類のものは怖くなくなったし、あの人がボクに目をかけた最初の瞬間だった。

あの人から本当の寵愛を受けていたのは、自分ではなくて隣の彼だった。おまけに彼は、自分では持てなかった力を持っている。それが、どうしようもなく許せなかった。だから、自分は…。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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サイコブラスター

名刀

せぼね

はらわた

はらわた

しんぞう

ほね

ほね

あし

手榴弾

オート
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0～1

任意の基本パーツ一つ損傷。行動判定・攻撃判定・切断判定においてサイコロを振り直してよい

任意の未練に狂気点一点追加。ダメージ+2

射撃攻撃マニューバの攻撃判定において出目+1してよい

任意の攻撃マニューバ一つを「ラピッド」使用してよい

攻撃判定、切断出目+1。ただしターン終了時、任意パーツ一つ損傷

基本パーツ一つ損傷、支援２か妨害２

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値+1

支援2。自身にのみ使用可能

たからもの

支援2

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃攻撃1+爆発+全体攻撃

コストの代わりに現在行動値を１点減らし、狂気点を一点加える。射撃攻撃4

たからもの

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

最大行動値+1

移動１

移動１

妨害１

砲撃攻撃2+爆発、攻撃出目-1
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